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１．ご使用前に
1-1 お問合せについて。
1-2 日産車両状態証明書発行システムについて。
1-3 ご利用の流れについて。
1-4 環境によるご利用可能機能の違いについて。
1-5 入力方法(ソフトウェアキーボード)について。

２．検査入力
2-1  検査入力の起動について。
2-2 画面の見方。
2-3 システム起動後ログインする。
2-4 QRコードから新規作成。
2-5 車両情報を編集する。
2-6 装備品情報を編集する。
2-7 外装（瑕疵情報）を入力する。
2-8 修復歴を入力する。
2-9 外装（その他情報）を入力する。
2-10 内装（瑕疵情報）を入力する。
2-11 機関機構その他（瑕疵情報を入力する）。
2-12 写真を取込む。写真を撮影する。
2-13 入力した内容を確認する。
2-14 検査情報のアップロード。
2-15 一度登録した車両を編集する。
2-16 検査する車両を一台特定し、編集する。

３．補足 その他便利機能
3-1 Profitデータ抽出可能かの確認。
3-2 Profitから車両データを抽出する(KeySQL端末のみ)。
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車両評価制度全般及び車両データ抽出ＯＡマクロ及び日産車
両状態証明書発行システムに関するお問い合せは、下記窓口
へお願い致します。

【車両評価制度全般に関するお問い合せ】
日産自動車株式会社 バリューチェーン推進部

ＴＥＬ：０８０－７１９９－１８２９
E-Mail：makoto-s@mail.Nissan.co.jp担当：佐藤

【証明書発行・車両評価方法に関するお問い合わせ】
（車両データ抽出ＯＡマクロ及び証明書発行システム）
日産車両状態証明制度事務局
ＴＥＬ：０４５－２７９－５２６６ （９：００～１７：３０ 平日のみ）

ＦＡＸ：０４５－２７９－５２６７
e-Mail：jimukyoku@ninteikensa.com

１-１ お問合せについて。

1.ご使用前に

検査入力編
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2．証明書発行・管理

１．検査入力
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１-２ 日産車両状態証明書発行システムについて。

1.ご使用前に

◆日産車両状態証明書発行システムは、検査入力と証明書発行・管理の
2つのシステムから成り立っております。

車両検査結果を入力する。ネットワーク圏外でも入力可能となりますので、Linksタブ
レット端末を導入している販売会社様は、車両の前で検査しながら入力する事が可能と
なります。

当マニュアルは検査入力のマニュアルとなります。

1.の検査入力で入力したデータを管理し、日産車両状態証明書発行や
従業員などを管理するWEB上のアプリです。

検査入力編



証明書発行・管理

検査入力

準備
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１-３ ご利用の流れについて。

1.ご使用前に

◆全体の流れ

車両諸元情報CSV
データ

車両諸元情報
を作成

作成した情報を基に複
数車両の検査を行う。

検査したデータを証明書発行・管理にアップ
ロード。車両状態証明書を発行する。

日産車両状態証明書

販売会社様の環境に応じて車検証のQRコード読込、Profit4thからの車両諸元
情報を抽出、または手入力のいずれかで車両諸元情報を作成します。

抽出 取込車検証
QRコード

手入力

検査入力編
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１-４ 環境によるご利用可能機能の違いについて。

1.ご使用前に

◆端末の種類

XP端末 Windows7端末 Linksタブレット端末

ご利用の端末によって利用できる機能が異なります出来る事出来ない事の違いは、
下記の表をご覧ください。

車検証QRコード読み取り

OA機能からの車両諸元
データ抽出

手入力

※１ QRコードを読めるカメラが使える環境であれば、利用可能。

※２ KeySQL入り端末でのみご利用できます。確認方法はP24 を参照ください。

※３ XPモードによるProfit機能が利用可能なら可。

※１

※２
※３

端末の種類

※２

検査入力編
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１-５ 入力方法 (ソフトウェアキーボード)について。

1.ご使用前に

◆入力について(Linksタブレット端末)

Linksタブレット端末は、キーボートと切り離した場合でも、画面上にキーボードを表示して、
入力する事が出来ます。

文字入力が必要部分を
タッチすると、左にソフト
ウェアキーボードの端が
現れます。

右に引っ張るキーボード
が現れます。

又。同時にアイコンも現
れますので、タッチするこ
とで起動できます。

キーボードの切り替えはこ
ちら

キーボードは手書き入力と
キー入力の2種類あり、画面
上で切り替え出来ます。

アイコンが邪魔な場合は、

ソフトウェアキーボードの
ツール⇒オプション⇒開
き方のタブ
 タッチ入力の場合、テキ

ストボックスの横にアイコ
ンを表示するのチェックを
外す。

検査入力編
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1 インターネットを利用し、下記アドレスから証明書発行・管理を立ち上げます。

http://www.ninteikensa.com

２-１ 検査入力の起動について。

１ ◆証明書発行・管理を立ち上げる。

２ ◆初回のみインストールする。

検査入力をご利用になるには、証明書発行・管理から起動します。

IDとパスワードを入力し、ロ
グインをクリックします。

ウインドウズ７の方はこちら

”インストール“をクリックす
るとインストールされます。

検査入力起動(Win7)

検査入力起動(XP)

ご利用の端末によって起動ボタンを使い
分けしてください。分からない場合は
Win7版をクリックし、起動できなかった
場合はXP版をご利用ください。

※初回のみパスワードの変更が必要になります。

XPの方はこちら

検査入力編

２.検査入力

http://www.ninteikensa.com/


検査入力起動(Win7)

検査入力起動(XP)
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２-１ 検査入力の起動について。

４ ◆インストールが完了。ログインしてマスタ同期をクリックしてください。

マスター同期とは
プログラムや、検査仕様などを、
最新のものに更新することを言います。

ポイント

５ ◆次回からは証明書発行・管理の検査入力起動をクリックすれば即起動しま
す。

“ID”と“パスワード”を入力

し“マスタ同期”をクリックし
ます。

同期の処理が完了すると、

左のボタンが表示されま
す。“OK”をクリックします

と検査入力が起動致しま
す。

これで初回インストールは
完了となります。

検査入力編

２.検査入力



２-２ 画面の見方。

2 ◆画面右側に検査メニュを配置。

検査対象車両の呼び出しや、証明書発行・管理との連携メニューは画
面右側に配置。

1 ◆画面左側に車両検査メニューを配置。

検査入力に必要な、メニューは画面左側にございます。

10検査入力編

２.検査入力



検査入力起動(Win7)

検査入力起動(XP)
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IDとパスワードを入力、
”ログイン”をクリックしログインを行う。

２-３ システム起動後ログインする。

◆ログイン

検査入力した車両データを一括してサーバーへ送信します。

◆一括アップロード

プログラムや検査基準、各マスターを最新の状態にするための同期処理
を行います。

◆マスタ同期

“検査入力起動”をクリックして起動します。

別のユーザーが同じ端末を利用する時や、
検査入力終了時にログアウトする。

◆ログアウト

検査入力編

２.検査入力
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２-４ QRコードから新規作成(Linksタブレット端末のみ)。

１ ◆ 車検証のQRコードから車両情報を読み取り、車検情報等を読み取る事が
出来ます。

２

画面左側の“車両一覧”⇒“QRコードから新規作成”の順でクリックします。

◆ QRコードリーダーが起動するので、車検証のQRコードを読ませる。

タブレット端末のカメラを利用した、
QRコードリーダが起動するので、
車検証のQRコードを読ませる。
読込出来たQRコードは、画面上のQRコードが
光ります。

＊画面では8個のQRコードの内8個
すべて読み取れた事を現しております。

車検証のQRコードより読み取った情報か

ら車両一覧を表示。検査対象車両を一覧
から選択する。

8つのQRコードす
べて読み込めた。QRコード

車両を選
択してOK
をクリック

※オンラインとあるものは
オンライン状態にある時の
みご利用できます。

Links用タブレット端末が利用可能であれば、QRコードから車両情報を読み取ることが
できます。

ＱＲコードを利用せず、車
両情報を入力するには、

“新規作成”をクリックしてく
ださい。

検査入力編

２.検査入力
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２-５ 車両諸元情報を編集する。

◆ 編集が必要な項目があれば、編集を行います。

項目に沿った選択肢が表示されるので、必要に応じて入力変更します。

車両情報をクリックする。

入力欄をクリックすると、選択
候補が表示されます。

”排気量”など数字を入力する
項目はテンキーが表示される
ので、
数字を入力します。

”ボディーカラー”については、
１、右の選択肢から選択。
２、色コードを入力(コードは同じでも異
なる色の場合もあり)。
３、色名称を入力。
の3つ入力方法がございます。

検査入力編

２.検査入力
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２-６ 装備品情報を編集する。

◆ 装備品を確認し、装備の登録を行います。

項目に沿った選択肢が表示されるので、必要に応じて装備品を登録する。
取消をする場合は、再度クリックすることで、装備無しとなります。

装備品をクリックする。

装備有の項目をクリックする。

取消の場合は、再度クリックしま
す。

その他のナビの場合は、こ
こに記入(CDナビなど)

ナビ型番を入力。
メーカーOP等は不要

何か別途装備関係で記載したい項目があれ
ば、入力してください。

エアコンは初期値有りとなっております。エアコンレス
の車両の場合、クリックして装備無しとしてください。

検査入力編

２.検査入力
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２-７ 外装(瑕疵情報)を入力する。

◆ 外装(瑕疵)情報を入力します。

部位によって該当する選択肢が表示されるので、必要に応じて変更する。
度合によって電子音の回数が変化する為、目と耳で確認が出来ます。
例)A1⇒１回 A2⇒２回 音が鳴ります。

２.検査入力

A:赤
U:青
B:水色
で瑕疵を表現します。

ポイント

展開図の部位をクリックすると瑕疵記号候補が表示さ
れます。表示した瑕疵記号の中から該当する瑕疵記号
をクリックしてください。部位によってあり得ない瑕疵記
号はクリック出来ないようになっています。

入力時に色や音で操作ミ
スを防ぐようにしました。
A1なら１回A2なら２回電子

音が鳴り、操作ミスを防ぎ
ます。

検査入力編
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２-８ 修復歴を入力する。

◆ 修復歴情報を入力します。

修復部位によって該当する選択肢が下に表示されます。必要に応じて選択します。（あり得
ない選択肢は表示されません）
取消をする場合は、クリアをクリックしてください。

２.検査入力

修復歴を入力します。

部位を選択すると修復内容の選択肢が表示されます
ので、修復内容をクリックしてください。

検査入力編
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２-９ 外装(その他情報)を入力する。

◆ 外装その他情報を入力する。

部位によって該当する選択肢がコードと共に表示されますので必要に応じて選択します。
取消をする場合は、再度クリックすることで取り消しができます。

２.検査入力

外装に瑕疵がある場合は、その部位を選択し、
内容をクリックします。

全部で５ページ選択肢があります。

同一箇所に複数瑕疵がある場合は、複数
登録することができます。

検査入力編
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２-１０ 内装(瑕疵情報)を入力する。

◆ 内装情報を入力します。

部位によって該当する選択肢が表示されるので、必要に応じて変更する。
取消をする場合は、再度クリックすることで、瑕疵無しとなります。

検査入力編

内装に瑕疵がある場合は、その部位を選択し、
内容をクリックします。複数選択も可能です。

全部で3ページ選択肢があります。

２.検査入力
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２-１１ 機関機構その他(瑕疵情報)を入力する。

◆ 機関機構その他情報を入力します。

部位によって該当する選択肢が表示されるので、必要に応じて登録する。
取消をする場合は、再度クリックすることで、瑕疵無しとなります

機関・機構で不具合、瑕疵がある場合は、この画
面で登録します。複数選択が可能です。

検査入力編

２.検査入力
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２-1２ 写真を取込む。写真を撮影する。

１ ◆ 既に撮影済みの写真を取り込みます。

既に撮影済みの写真がある場合は、その写真を取込む。

2 ◆ 写真を新規に撮影します。

カメラ付きタブレット端末をご利用の場合は、タブレットのカメラを利
用して車両撮影し、そのまま車両状態証明書に利用出来ます。

撮影した写真はC:¥Users¥ユーザー
¥picturesに保存されます。
※ユーザーとはログインユーザーです。

Get-U管理番号を正しく入力しておくとGet-U掲載の
写真が取得できます。取得に失敗する場合は、次ペー
ジ「<参考> Ｃ－ＭＡＴＣＨから写真を取得する」で、
写真の取得からお願いします。

一度証明書を発行した車輌であれば、証明書に掲載
した写真を取得できます。

“写真”⇒参照⇒”写真を選択”⇒開く
＊取消す場合は、“クリア”をクリックします。

車両状態証明書に掲載したい、写真を
選択する。

撮影をクリックするとカメラが起動しま
す。OKをクリックすると撮影できます。
撮影をクリックするとカメラが起動しま
す。OKをクリックすると撮影できます。

検査入力編

２.検査入力

日産オートオークション“NAA”より仕入れした車輛は、
NAAのWEBサイト“Na@bid”上に掲載されたオーク
ションの写真を取得できます。

ポイント
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２-1２ 写真を取込む。写真を撮影する。

3 ◆ <参考> Ｃ－ＭＡＴＣＨから写真を取得する。

Ｃ－ＭＡＴＣＨに登録された写真を取得することが出来ます。

Ｃ－ＭＡＴＣＨ登録物件一覧で、
「物件ＣＤ」を確認します。

検査入力編

２.検査入力

C-MATCHに登録した画像を取得したい場合は、“物件
CDより取得”をクリックし「物件コード」を入力して
ください(入力BOXが表示されます)。

物件CDを入力
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２-１３ 入力した内容を確認する。

１ ◆ 検査した内容を反映した車両状態証明書をプレビュー確認します。

“確認”をクリックし”入力項目確認”をクリック。
入力に間違いがないかどうか確認します。

“プレビュー”をクリックすると、車輌状態証明書
のサンプルを見ることができます。

入力した情報が
表示されます。

編集取消をクリッ
クすると、編集前
（一番最初の状
態）に戻ります。

当車両を削除は
編集中の車両を
削除します。

拡大、縮小ボタン
で証明書の大きさ
を変更できます。

検査入力編

２.検査入力
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２-１４ 検査情報のアップロード

１ ◆ 検査した内容を証明書発行・管理にアップロードします。

アップロード
検査した車両データを“アップロード”することで証明書発行・管理側に送信。
・検査入力からは切り取られます。
日産車両状態証明書の発行は証明書発行・管理側で行います。
複数台検査し一括アップロードする事も可能(オンライン画面の“一括アップロード”)

ポイント

アップロードボタンをクリックし、証明書発行・管理に検査した車両データがアップロードします。

２ ◆ 検査した内容を一括で証明書発行・管理にアップロードします。

一括アップロードボタンをクリックし、証明書発行・管理に検査した全ての車両データが一括でアッ
プロードします。

画面右上の「オンライン」ボタンで
表示されるメニューの「一括アップ
ロード」をクリックする事で、写真
も含め検査が完了した車両を一
括で、証明書発行・管理に送信し
ます。

検査入力編

２.検査入力
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２-１５ 一度登録した車両を編集する。

１ ◆ 証明書発行・管理から編集したい車両を出力し、検査入力に取り込みます。

２ ◆ 取込みたいファイルを選択し、取込みを行う。

画面左側の“車両一
覧”⇒“検査情報CSV取
込”の順でクリックする。

画面左側の“車両一
覧”⇒“検査情報CSV取
込”の順でクリックする。

取込みたいファイルを
選択し、

”開く”をクリックしてくだ
さい。

取込みたいファイルを
選択し、

”開く”をクリックしてくだ
さい。

取り込んだ車両は車両一覧で確
認できます。

検査入力編

２.検査入力
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２-１６ 検査する車両を一台特定し、編集する。

１ ◆ “車両呼出”で表示された車両から編集や検査する車両を一台特定する。

車両を選択し“編集”をクリック(または車両をダブルクリック)。

２

画面左側の“車両一覧”⇒“検査対象車両をクリック。

◆ 車両諸元情報を編集する。

状態はその車両のステータスを記します。

各項目をクリックすると、昇順/
降順の並べ替えができます。

“一括削除”をクリックすると、車両一覧がすべて削除されます。
特定の車両だけ削除したい場合は、確認の中の“当車両を削除”をクリックしてく
ださい。

ＱＲコード取得やデータ取込を行った場合、“車両一覧”に車両情報が溜まっていきます。

“編集”のクリック時に、左図のようなエラーが発生した場合は、取り込んだCSV
データが破損している恐れがございます。再度、証明書発行・管理から出力し直し
てください。
＊CSVデータをExcelで上書きしても同様のエラーとなります。再出力してください。

検査入力編

２.検査入力
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３-１ Profitデータ抽出可能かの確認。

検査入力編

３.補足 その他便利機能

ご利用されるのProfit-４th端末が“Key-SQLあり端末”の場合のみ、OA機能
から車両情報を取得できます。

１ ◆ OA機能から車両情報取得までの流れ。

“OA“をクリック “OA受付画面“を
クリック

“マクロを有効に
する”をクリック

中古車のメニューがあれ
ば、Key-SQL端末の為、
Profitにある車両情報を
取得できます。

中古車のメニューが無い場
合はKey-SQL無し端末の為、
Profitの車両情報を取得する
事はできません。

スタート⇒プログラム⇒“KeySQL for ORACLE”とあれ
ば、KeySQL端末となり、当機能をご利用可能となりま
す。

※KeySQLなし端末の場合は、当機能はご利用できま
せん。“車両データ”は新規作成より作成してください。

♦その他の確認方法



27

３-２ Profitから車両データを抽出する(KeySQL端末のみ)。

１ ◆店舗メニュー(または本部メニュー)を起動しOAをクリックします。

２ ◆OA受付画面⇒”マクロを有効にする（E）” の順にクリックします。

検査入力編

３.補足 その他便利機能
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３-２ Profitから車両データを抽出する(KeySQL端末のみ)。

3 ◆“中古車”⇒“日産車両状態証明”の順にクリックします。

※下記画面のように中古車メニューが無い場合は、Key-SQL無し端末となり、
Profitから車両情報を抽出する事はできません。

３.補足 その他便利機能

“（U048A）日産車両状態証明”を
クリック後、“実行”をクリックする。

ご注意

検査入力編
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３-２ Profitから車両データを抽出する(KeySQL端末のみ)。

4 ◆画面左側に条件を入れると右側にその条件の車両が表示されます。

①抽出条件を入力
”卸売”、”解体”、”小売”、”全て”の
中から選択します。
さらに店舗コードやU-NOで
絞り込みが出来ます。
＊U-NO入力で直接U-NOを
指定する事も可

②“一覧更新”ボタンをクリックすると、
画面右側の車両一覧が更新されます。

③車両一覧の中から車両状態証明書を
発行したい車両をダブルクリックする
と左下にピックアップされます。

④抽出開始をクリックします。
＊車両をダブルクリックせずに抽出
開始をすると全件出力されます。

抽出したデータは、
C:¥tmpに“S4EU048A.csv”として保存されます。
※C:¥tempではありませんのでご注意ください。

３.補足 その他便利機能

検査入力編
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３-３ 出力したデータの取込み。

１ ◆ 2-1 または 2-2で出力したデータの取込みを行う。

２

画面左側の“車両一覧”⇒“Profit/LinksCSV取込”の順でクリックする。

３.補足 その他便利機能

◆ 取込みたいファイルを選択し、取込みを行う。

取込みたいファイルを選択し、
“開く”をクリックしてください。

取り込んだ車両は車両一覧で確認できま
す

検査入力編
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３-４ Profitデータを利用せずに新規作成する。

３.補足 その他便利機能

１ ◆Key-SQL無し端末の場合は、車両情報を新規作成から作成してください。

※Key-SQL有り端末の場合でもProfitから抽出せず、
“新規作成“車両情報を入力することも可能となります。

検査入力編
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